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この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

電電電磁磁磁波波波障障障害害害にににつつついいいててて

米米米国国国内内内本製品は FCC規則第 15章に適合しております。本製品
の使用については以下の条件がつけられております 本製品は基
本的に危険な電磁傷害を引き起こしません 本製品の性能を阻害
するような電磁障害の発生する場合であっても、本製品の使用者
はそのような電磁障害を排除する権利を有しません。

本製品は高周波を使用する製品であり、使用時には高周波が発
生します。このため、不適切な条件、すなわち製造会社の指示
を正しく守って設置・使用しないとと、ラジオやテレビの受信障害を
起こす可能性があります。本製品は、FCC (米連邦通信委員会)
規則第 15章に定める試験の結果、クラス B コンピュータ機器の
基準に適合しております。しかしながら、これにより障害が発生し
ないことを保証するものではありません。本製品が受信障害の原
因となっているかどうかは、本製品の電源を入切することによって
確認することができます本製品が原因で障害が発生している場合
には、以下のような方法で取り除く努力をしてください:テレビやラ
ジオのアンテナの向きを変えてみる; コントローラとラジオやテレビ
の位置関係を変えてみる; ラジオやテレビの電源回路とは別のコ
ンセントからコントローラの電源をとる。状況に応じて、ラジオ・テ
レビの専門業者にご相談ください。なお、受信障害対策のため
に、FCCから以下のようなパンフレットが出版されています: How
to Identify and Resolve Radio-TV Interference Problemsご希望
の方は以下にご請求ください U.S. Government Printing Office,
Washington, DC 20402. Stock No. 004-000-00345-4.
FCC ID: W7OMRF24J40MDME-Base,
OA3MRF24J40MA-Hand Held
IC: 7693A-24J40MDME-Base, 7693A-24J40MA-Hand Held
本製品の使用については以下の条件がつけられております 本
製品は基本的に危険な電磁傷害を引き起こしません また本製
品の性能を阻害するような電磁障害の発生する場所であって
も、本製品の使用者は本製品の使用に際してそれらの障害を
排除する権利を持ちません。
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DOT タイヤ情報は各タイヤの側面にあります。これは
タイやの負荷と速度定格を表すものです。タイヤを交換
する場合には同じまたは上級規格のタイヤを使用してく
ださい。タイヤは、仕様 (ページ 18)を参照して必ずマ
シンの重量要求を満たすものをお使いください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は専門業務に従事するプロのオペレータが運
転操作することを前提として製造されています。この装
置は、砂などの資材を一定量ずつ均一に散布すること
を目的として設計製造された機械であり、資材の水分
含有量に大きく左右されることなく、目詰まりやボタ落
ちを起こさずに散布を行うものです。

重重重要要要 こここののの説説説明明明書書書ををを読読読んんんででで製製製品品品ののの運運運転転転方方方法法法ややや整整整備備備方方方法法法
ををを十十十分分分ににに理理理解解解ししし、、、他他他人人人ににに迷迷迷惑惑惑ののの掛掛掛かかからららななないいいまままたたた適適適切切切
ななな方方方法法法でででごごご使使使用用用くくくだだださささいいい。。。こここののの製製製品品品ををを適適適切切切かかかつつつ安安安全全全ににに
使使使用用用すすするるるのののはははおおお客客客様様様ののの責責責任任任ででですすす。。。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1 にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。
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重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号プププレレレーーートトトににに QR コココーーードドドがががつつついいいててていいい
るるる場場場合合合ははは、、、スススマママーーートトトフフフォォォンンンやややタタタブブブレレレッッットトトでででスススキキキャャャンンンすすするるる
ととと、、、製製製品品品保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセススス
ででできききままますすす。。。

g237535

図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は人身事故を引き起こす能力がある。重大
な人身事故を防ぐため、すべての注意事項を厳守し
てください。

この機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者
本人や周囲の人間に危険な場合があります。

• 本機をご使用になる前に必ずこのマニュアルと、牽
引に使用する車両のマニュアルの両方をお読みに
なり内容をよく理解してくださいこの製品を使用する
人すべてがこの製品と牽引用の車両について良く知
り、警告の内容を理解するようにしてください。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 周囲の人や動物を機械から十分に遠ざけてくださ
い。

• 作業場所に子供を近づけないでください。子供に運
転させないでください。

• 整備作業、燃料補給、機械の詰まりを解除する時
などは、駐車ブレーキを掛け、エンジンを止め、
キーを抜き取り、各部が完全に停止したのを確認
してください。

間違った使い方や整備不良は負傷などの人身事故に
つながります。事故を防止するため、以下に示す安全
上の注意や安全注意標識 のついている遵守事項は
必ずお守りください「注意」、「警告」、および「危
険」の記号は、人身の安全に関わる注意事項を示し
ています。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大
な人身事故が発生する恐れがあります。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。破損したりはがれたりし
た場合は新しいラベルを貼付してください。

decal115-2047

115-2047

1. 警告高温部に触れないこと。

decal119-0217

119-0217

1. 警告エンジンを止めること可動部に近づかないこと全部の
ガード類を正しく取り付けておくこと。

decal119-6804

119-6804

1. 異物が飛び出して人にあたる危険 人を近づけないこと。

decal119-6805

119-6805

1. インペラによる切傷や手足の切断の危険可動部に近づかな
いこと 使用時にはすべての安全カバー類を正しく取り付け
ておくこと。

decal119-6806

119-6806

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。 4. 警告整備作業前にはエンジンを停止させ、キーを抜き取り、
オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告運転する前に全員が必ず講習を受けてください。 5. 警告 人を乗せないこと。
3. 物が飛び出す危険人を近づけないこと。 6. 警告 可動部に近づかないこと 全部のガード類を正しく取り

付けて運転すること。
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decal119-6808

119-6808

1. テールゲートの高さ表示

decal119-6809

119-6809

1. 清掃方法についてオペレーターズマニュアルを読むこと。

decal119-6810

119-6810

1. オペレーターズマニュアルを読むこと

2. 持ち上げには二人必要です

decal119-6814

119-6814

1. 薄まきスピナー設定詳細は「運転」の章を参照のこと。 3. 警告スライド調整とテールゲート調整
2. 厚まきスピナー設定詳細は「運転」の章を参照のこと。

decal119-6815

119-6815

1. フロア速度の調整 2. スピナー速度の調整

decal119-6817

119-6817

1. スピナーの微調整
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decal119-6819

119-6819

1. スピナー速度 2. ベルト速度

decal119-6820

119-6820

1. スピナー速度の調整

decal119-6853

119-6853

1. スピナーの速度

decal119-6854

119-6854

1. フロアベルトの速度

decal119-6855

119-6855

1. スピナーの速度

decal119-6856

119-6856

1. フロアベルトの速度

decal131-6766

131-6766

1. 7.5 A 3. 電気アクセサリ (15 A)
2. 7.5 A 4. TEC-2403 (2 A)

decal133-8061

133-8061

decal144-3536

144-3536

1. 警告—1)整備作業をする時は、エンジンを停止してすべて
の動作が停止するのを待ち、オペレーターズマニュアルを読
む 2)後部アクセスドアを開く 3)異物の除去は素手でなく道
具を使って行う 4)終わったらドアを閉じる。

7
 



組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – マシンベースモデルのセットアップを行
います.

電源ハーネス 1
ソケットブラケット 1
ソケットブラケット重い方 1
キャリッジねじ 2
フランジナット 2
ねじ 2

2

フランジナット 2

電源ハーネスを接続します。

ホッパー延長部前 1
ホッパー延長部後 1
ボルト 93
フランジナット 9

ホッパー延長キットを取り付ける.

ボルト5/16 x 1" 64 フランジナット5/16" 6 ホッパーを車両のシャーシに取り付ける。

5 中間ワイヤハーネス 1 中間ワイヤハーネスを接続する.

6 ON/OFFペンダント 1 ON/OFF ペンダントを接続するモデル
44701のみ

ハンドヘルドリモート 1
単三電池 4
マグネット式ブラケット 17
ねじ小 6

ハンドヘルドリモートを取り付けますモ
デル 44751 のみ。

リモコン用のマウントアセンブリ 18 無線リモコンアセンブリ 1
無線リモコンを取り付けるモデル 44751
のみ。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

規格適合認定書 1 規格に適合していることを証明する書類です

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。
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1
マママシシシンンンベベベーーースススモモモデデデルルルのののセセセッッットトト
アアアッッップププ

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 出荷用のクレートからマシンベースモデルを取り
出す。

2. 出荷用の吊り上げブラケットをツインスピナーに固
定しているボルトとナットツインスピナーの後部に
ついているを外す図 3。

g013203

図図図 3

1. 出荷用ブラケット

3. 出荷用の吊り上げブラケットをツインスピナーに
固定しているボルト2本とナットツインスピナーの
前部についているを外す図 4。

g013204

図図図 4

1. 出荷用ブラケット

4. ツインスピナーの外側についている持ち上げ用ハ
ンドルを持って、ツインスピナーをホッパーから
外して床に置く図 5。

注注注意意意
ツツツイイインンンスススピピピナナナーーーははは重重重量量量ががが約約約 68kg ああありりり、、、取取取りりり
扱扱扱いいいががが不不不適適適切切切ででであああるるるととと人人人身身身事事事故故故ががが起起起きききるるる危危危
険険険がががあああるるる。。。

安安安全全全のののたたためめめ、、、持持持ちちち上上上げげげははは二二二人人人掛掛掛かかかりりりででで行行行
うううこここととと。。。

g013205

図図図 5

1. ツインスピナー
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5. ツインスピナーの脚部からねじ 4本を取り外す。
二人掛かりでツインスピナーを持ち上げ、出荷用
のスタッドや保護材を取り除く図 6。

g391101

図図図 6

1. 出荷用のスタッドと保護材

6. ホッパーのドアに蝶番を仮止めする付属のキャリッ
ジボルト¼ x ⅝"とロックナットを使用する図 7。ドア
の蝶番をマシンの蝶番に合わせ、本締めする。

注注注

g391690

図図図 7

1. ロックナット 3. ホッパーのドア

2. ドアの蝶番 4. キャリッジボルト1/4 x 5/8"

7. ホッパーのドアを機体に取り付ける図 8と図 9に
示すように、蝶番どうしをピンで連結する。

g432224

図図図 8

1. 蝶番ピン 2. ドアの蝶番

g432225

図図図 9

1. ヘアピン 2. 蝶番ピンを取り付けた状態

8. ホッパーのドアとセンサーとの間の距離を 3 mm
に調整する図 10のように調整ナットで調整する。
すき間が 6 mm を超えてはいけない。

注注注センサーがホッパーのドアに接触してはいけな
い。

注注注 ホッパーのドアとセンサーがうまく整列しない
場合は、ステップ6で取り付けたキャリッジボルト
とロックナットを外して、ドアの水平位置を調整す
る。ドアの位置が正しく決まったら、キャリッジボ
ルトとロックナットで固定する。
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g432232

図図図 10

1. すき間を 3 mmに調整する 4. 機械の後部
2. センサー 5. ホッパーのドア

3. 調整ナット

9. ステップ8の調整ナットを 20 N·m2 kg.m =
15 ft-lbにトルク締めする。

2
電電電源源源ハハハーーーネネネスススををを接接接続続続すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 電源ハーネス

1 ソケットブラケット

1 ソケットブラケット重い方

2 キャリッジねじ

2 フランジナット

2 ねじ

2 フランジナット

手手手順順順

プロパスのコントロールシステムが必要とする電力は、
ワイヤハーネスによって牽引車両から供給されます。
このハーネスは、プロパスを搭載する車両に取り付け
ます。プロパスを牽引する車両が1台以上ある場合に
は、必要な台数分の電源ハーネスを正規代理店から
購入してください。

1. 電気ソケットブラケットを牽引車両後部の適当な
場所に取り付け固定する付属のブラケット2種類
のうちの1つを使用する図 11。

注注注牽引車両にダンプ可能な荷台がついている場
合には、ソケットブラケットが牽引車両に干渉しな
いことを確認してください。

重重重要要要配配配線線線ががが不不不必必必要要要にににたたたるるるんんんだだだりりり、、、可可可動動動部部部ののの近近近くくく
ををを通通通っっったたたりりりしししななないいいよよよううう注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

g013261

図図図 11

1. ソケットブラケット

2. 電気プラグブラケットからバッテリーへ向けて配
線・固定する図 12。

g013262

図図図 12

1. 白色のワイヤ真鍮 3. ワイヤなし真鍮

2. ワイヤなし銀 4. 黒色のワイヤ真鍮

3. ケーブルをソケットブラケットに通し、黒いゴム製
ハトメを取り付ける図 12。

4. ソケットをブラケットに固定するボルト¼"を使用
する。

5. 赤いコードパワー線をバッテリーのプラス端子に
接続し、次に、黒いコードアース線をバッテリー
のマイナス端子に接続する。
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3
ホホホッッッパパパーーー延延延長長長キキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけ
るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ホッパー延長部前

1 ホッパー延長部後

9 ボルト

9 フランジナット

手手手順順順
1. 出荷用の箱から前用プレートと後ろ用プレートを
取り出す図 13と図 14。

g013263

図図図 13

1. ホッパー延長板前用 穴の種類と位置に注意

g013264

図図図 14

1. ホッパー延長板穴の種類と位置に注意

2. 付属のねじ類を使用して延長板をホッパーに固定
する。ホッパーの外側にナットを取り付ける。

g237533

図図図 15
ホッパー延長キットを取り付けた状態

4
ホホホッッッパパパーーーををを車車車両両両のののシシシャャャーーーシシシににに
取取取りりり付付付けけけるるる

牽牽牽引引引型型型シシシャャャーーーシシシ構構構成成成ののの製製製品品品のののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

6 ボルト5/16 x 1"

6 フランジナット5/16"

手手手順順順

警警警告告告
牽牽牽引引引シシシャャャーーーシシシ、、、プププロロロゲゲゲーーータタターーー、、、TDC シシシャャャーーーシシシににに搭搭搭
載載載しししたたた状状状態態態ででで荷荷荷台台台とととホホホッッッパパパーーーををを吊吊吊りりり上上上げげげるるるととと、、、昇昇昇
降降降ブブブラララケケケッッットトトががが破破破損損損しししててて重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ををを引引引ききき起起起
こここすすす危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

牽牽牽引引引シシシャャャーーーシシシ、、、プププロロロゲゲゲーーータタターーー、、、TDC シシシャャャーーーシシシににに搭搭搭
載載載しししててていいいるるる場場場合合合ははは、、、荷荷荷台台台ををを車車車体体体かかかららら外外外しししたたた上上上ででで、、、
荷荷荷台台台とととホホホッッッパパパーーーををを吊吊吊りりり上上上げげげてててくくくだだださささいいい。。。

注注注牽引型シャーシ以外のものにプロパスを取り付ける
場合には、その車両用の説明書を参照してください。

1. ホッパーアセンブリの内側に吊り上げ用のブラ
ケットがついているので、これにホイストを接続
する図 16。
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g013209

図図図 16

1. 吊り上げ用ブラケット

2. 吊り上げ装置で吊って、車両のシャーシの上にプ
ロパスを位置決めする。

3. 取り付け穴全部で6個、左右各3を整列させ、ボ
ルト5/16 x 1"とフランジナットで固定する。

g013949

図図図 17

1. 取り付け位置左右それぞれ3ヶ所

4. ホッパー側面から吊り上げ用ブラケットを外し、外
してあったボルトを再びホッパー側に取り付ける。

注注注 吊り上げ用ブラケットは将来に備えて保管し
てください捨てないでください。

5
中中中間間間ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを接接接続続続すすす
るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 中間ワイヤハーネス

手手手順順順

中間ワイヤハーネスを、機体の電源ワイヤハーネスの
コネクタに接続する図 18 または図 19。

g237534

図図図 18
モデル 44751

1. 電源ハーネス 2. 中間ワイヤハーネス

g013948

図図図 19
モデル 44701

1. 電源ハーネス 2. 中間ワイヤハーネス
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6
ON/OFFペペペンンンダダダンンントトトををを取取取りりり付付付けけけ
るるる

モモモデデデルルル 44701

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ON/OFFペンダント

手手手順順順

ON/OFF ペンダントのコネクタを、機体のコネクタに接
続する図 20。

g013947

図図図 20

1. ON/OFFペンダント

7
ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドリリリモモモーーートトトををを組組組みみみ立立立
てててるるる

モモモデデデルルル 44751

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドヘルドリモート

4 単三電池

1 マグネット式ブラケット

6 ねじ小

手手手順順順
1. リモートを束ねているゴムバンドを外し、バックカ

バーを取る。

2. 電池を入れる 電池の向きに注意すること。電
池を入れる箇所にはプラス・マイナスの表示が
ある図 21。

注注注 バッテリーの取り付け方向を間違えるとリモ
コンは作動しません。

g028875

図図図 21

1. ゴム製シール 3. ハンドヘルドリモート

2. スチール製ガスケット 4. 単三電池4本

3. スチール製のガスケットとゴム製のシールをハンド
ヘルドリモートの溝にきちんとはめ、バックカバー
を取り付ける (図 21)。
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4. ねじ6本を使ってカバーを固定し図 21、各ねじ
を 1.5 - 1.7N·m0.15-0.17 kg.m = 13 - 15 in-lbに
トルク締めする。

5. ハンドヘルドリモートをマグネット式リモートブラ
ケットに組み付け、二つを合わせた状態で、マグ
ネットについているボルトを締め付ける (図 22)。

g028874

図図図 22

1. ハンドヘルドリモート 3. マグネットのボルト

2. マグネット式の収納ブラケッ
ト

8
無無無線線線リリリモモモコココンンンををを取取取りりり付付付けけけるるる

モモモデデデルルル 44751

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 リモコン用のマウントアセンブリ

1 無線リモコンアセンブリ

手手手順順順

牽引車両の運転席にあるカップホルダーなどにマウン
トアセンブリをセットしてハンドレルドリモコンの収納
場所とする。無線リモコンはマグネットで鉄製品に吸
着します。

g030466

図図図 23
図はワークマンヘビーデューティー車両

1. ハンドヘルドリモート 2. リモコン用のマウントアセ
ンブリ
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製製製品品品ののの概概概要要要
各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

フフフロロロアアア用用用のののフフフロロローーーコココンンントトトロロローーールルルバババルルルブブブ
モモモデデデルルル 44701
油圧フローコントロールバルブでコンベアベルトの速度
を調整します。

最高速度は 10で、色別設定システムのステッカーに記
載されているほとんどのケースはこの設定です。非常
に薄くまく時は設定を下げてください。

g013344

図図図 24

1. フロアコントロールバルブ

オオオプププシシショョョンンン用用用のののフフフロロローーーコココンンントトトロロローーールルルバババ
ルルルブブブ
モモモデデデルルル 44701

g013345

図図図 25

1. オプション制御バルブ

油圧フローコントロールバルブでオプション機器ツイン
スピナーの速度を調整します。スピナーのアイコンは
無線コントロール用の速度パーセント値です –標準油
圧システムを使用している場合は、該当する色の部分

に合わせ、点線から開始し、必要に応じてその色の
範囲内で速度を調整してください。

ON/OFFペペペンンンダダダンンントトトスススイイイッッッチチチ
モモモデデデルルル 44701
ON/OFFペンダントスイッチの2つのスイッチでコンベ
アベルトやオプション機器のON/OFFを操作します図
26。ON/OFFペンダントスイッチは常にオペレータの
手の届くところに置いてください。

g013346

図図図 26

1. ON/OFFペンダント

Eススストトトッッップププボボボタタタンンン
モモモデデデルルル 44751
作業が終了したら必ずEストップボタンを押して電気系
統をOFFにしてください。図 27作業を始める時は、ハ
ンドヘルドリモートをONにする前にEストップボタンを引
き出す必要があります。

注注注作業が終了したら、牽引車両のバッテリー上がりを
防止するために、E ストップボタンを押してください。

g237530

図図図 27

1. Eストップボタン
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故故故障障障診診診断断断 LED ののの機機機能能能
Eストップ ボタンを引き上げると、故障診断 LED図
28が5秒間点灯し、その後に消灯して点滅を開始3 Hz
= 1秒間に3回点滅し、ハンドヘルドリモートを ONにす
るまでこの状態が続きます。点灯状態が 5秒間連続し
たあとで急速な点滅 (10 Hz、5秒間の停止が入る場
合も入らない場合もあります)が続く場合はマシンに何
らかの異常があることを示しています;故障コードの確
認 (ページ 42)を参照してください。

注注注 Eストップ ボタンを引き上げた時にハンドヘルドリ
モートが ON になっている場合には、LEDが消灯して
から5秒後にLEDの点滅( 3 Hz = 1秒間に3回点滅)は
始まりません。

g237532

図図図 28

1. 故障診断 LED

ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドド
モモモデデデルルル 44751

g029772

図図図 29

1. LCDディスプレイ 10. Floor Startフロアスタート
2. リモートの状態表示LED 11. フロアストップ

3. オールスタートフロアとオプ
ション機器をスタート

12. フロア速度を下げる

4. ON/OFF 13. フロア速度を上げる

5. プリセットの設定を記憶 14. オプションスタート

6. プリセット 15. オプションを停止

7. プリセット2 16. オプションの速度を上げる
8. プリセット3 17. オプションの速度を下げる
9. 全停止
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仕仕仕様様様
重重重量量量

ベースモデル 248kg

ツインスピナー 68kg

無無無線線線モモモデデデルルル 44751

周波数 2.4 GHz

最大出力 19.59dBm

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。

運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認
• この装置は、重量上、バランス上、取り扱い上に独
自の特性があり、他の牽引式の機械とは異なった
動作特性があります。本機をご使用になる前に必ず
このオペレーターズマニュアルをお読みになり内容を
よく理解してください操作方法をしっかり身につけ、
緊急時にすぐに停止できるようになってください。

• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対
に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告
表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、また安全カ
バーなどが外れたり壊れたりしていないか点検して
ください。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• ガードなどの安全装置は必ず所定の場所に取り付
けて使用してください。安全カバーが紛失していた
り、ステッカーの字が読めなくなったりした場合に
は、機械を使用する前に修理し、ステッカーは新
しいものに貼り換えてください。

• 常に機械全体の安全を心掛け、ボルト、ナット、
ねじ類が十分に締まっているかを確認してくださ
い。各構成機器が機体に確実に取り付けてあるこ
とを確認してください。

• 使用する牽引車両の能力を、車両メーカーや販売
店などに確認してください この重量のエアレータを
確実に搭載操作できる能力があることが必要です。

• 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。
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日日日常常常点点点検検検
MH-400の始業点検として、以下の安全点検を行ってく
ださい。安全に関わる異状が発見された場合は、責任
者に報告してください。安全についての詳細は本マニュ
アルの「安全について」の章をご参照ください。

• タイヤとキャスタホイールの空気圧を点検する
(ページ 37)

• 油圧システムを点検する (ページ 38)
• 後ゲートの点検 (ページ 38)
• ジャッキスタンドの収納と点検 (ページ 38)
• その他の機器を点検する (ページ 38)
• ベルトシールとリアゲートのシールの点検 (ペー
ジ 39)

牽牽牽引引引車車車両両両にににつつついいいててて

警警警告告告
プププロロロパパパスススののの移移移動動動にににははは、、、たたたとととえええ短短短距距距離離離ででであああっっってててももも、、、
必必必ずずず条条条件件件ににに合合合っっったたた牽牽牽引引引車車車両両両ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。条条条件件件
ににに合合合わわわななないいい牽牽牽引引引車車車両両両ををを使使使用用用すすするるるとととプププロロロパパパスススををを損損損傷傷傷
しししたたたりりり、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここしししたたたりりりすすするるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

手手手動動動操操操作作作ははは、、、油油油圧圧圧シシシススステテテムムムののの運運運転転転席席席側側側にににあああるるる手手手
動動動操操操作作作装装装置置置ででで行行行いいいままますすす図図図 46 手手手動動動操操操作作作装装装置置置 (ペペペーーー
ジジジ 27)ををを参参参照照照。。。

牽引車両の最低必要牽引力は 1405 kg です。

牽引用シャーシの場合、プロパスの最大積載能力は
907kg で、牽引用トングに掛かる重量は 113kg になり
ます。車体重量積載ゼロ時は499kgで、牽引用トング
に掛かる重量は23kgです。

プロパスに11馬力油圧パワーパックを搭載して最大積
載状態で運転する場合、牽引用トングに掛かる重量
は145kgになります。積載ゼロの状態で牽引用トング
に掛かる重量は48kgです。車体重量積載ゼロ時は
599kgです。

トラックスター直結用シャーシの場合、プロパスの最
大積載能力は 907 kgで、牽引車両に掛かる重量は
272 kgになります。車体重量積載ゼロ時は544kg、牽
引車両に掛かる重量は52kgです。

機機機体体体ををを牽牽牽引引引車車車両両両ににに接接接続続続すすするるる

警警警告告告
接接接続続続作作作業業業中中中にににプププロロロパパパスススととと牽牽牽引引引車車車両両両のののあああいいいだだだににに立立立つつつ
のののははは極極極めめめててて危危危険険険ででで重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ののの原原原因因因ににになななるるる。。。

接接接続続続作作作業業業中中中ははは絶絶絶対対対ににに、、、プププロロロパパパスススととと牽牽牽引引引車車車両両両のののあああ
いいいだだだににに立立立たたたななないいいこここととと。。。

1. 機体が水平になるように、ジャッキスタンドハンド
ルを回してヒッチの高さを調整する。

2. 機体のクレビス型ヒッチを牽引車両に接続する直
径 18 mmの安全規格ヒッチピンと安全クリップ別
途入手のことを使用。ヒッチピンを取り付ける 牽
引用シャーシの場合はプロパスのヒッチと牽引車
両の牽引バーに通す トラックスター直結シャーシ
の場合は付属のヒッチマウントに通す。

3. ジャッキスタンドを使ってヒッチを下げる。

4. プロパスの総重量がジャッキスタンドから牽引車
両の牽引バーに完全に移ったところで、ジャッキ
スタンドを固定しているピンを抜く。

5. ジャッキスタンドを収納する

• 牽引用シャーシの場合は、ジャッキスタンドを
左に90度回し、ジャッキスタンドの下端を機体
後方に向ける。これが走行位置になる。

• トラックスター直結用シャーシの場合は、ジャッ
キスタンド2台を機体後方まで動かし、90度回
して、両方のジャッキスタンドの下端をプロパ
スの中央に向ける。これが走行位置になる。

6. 油圧ホース加圧側とリターン側を牽引車両の油圧
出力部に正しく取り付ける。インライン逆流防止
バルブが付いているのがリターン側。ホースを逆
につないでしまうと、プロパスの機能の一部が逆
に働いたり、全く働かないことがある。初めて作
動させる前に、油圧系をテストすること。

重重重要要要油油油圧圧圧ララライイインンン、、、電電電気気気ケケケーーーブブブルルル、、、ペペペンンンダダダンンントトトススス
イイイッッッチチチケケケーーーブブブルルルががが地地地面面面ののの上上上ををを引引引きききずずずららられれれななないいいよよようううににに
しししてててくくくだだださささいいい。。。ララライイインンンやややケケケーーーブブブルルルががが挟挟挟まままれれれたたたりりり切切切断断断
ささされれれたたたりりりすすするるる恐恐恐れれれのののあああるるる場場場所所所ににに配配配置置置しししななないいいこここととと。。。

7. 中間ワイヤハーネスを、牽引車両の電源コネ
クタに接続する。

8. 油圧オイルタンクのオイル量を確認し、必要に
応じて補給する牽引車両のオーナーズマニュア
ルを参照。
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運運運転転転ののの準準準備備備
散布量設定システムは色分け表示されており、とても簡単にできるようになっています。希望する散布パターンを
選び、その色に合わせて各設定を行うだけで完璧な散布が得られます。

主主主要要要作作作業業業用用用デデデカカカルルル

decal119-6814

図図図 30

1. 薄まき設定範囲 2. 厚まき設定範囲 3. 警告スライド調整とテールゲート調整

撒撒撒ききき方方方厚厚厚まままききき、、、薄薄薄まままきききををを決決決めめめるるる
テールゲートに貼付されているメイン操作説明ステッ
カーから選択します図 30。

g013715

図図図 31

このステッカーには可能な散布範囲が色分けして表示
されています図 31。「超薄まき」から「超厚まき」ま
でが、それぞれ別の色で示されています。散布濃度
は影の濃さで示します薄まきから厚まきまで。おおよ
その散布幅も表示されています。.

ブブブレレレーーードドドををを点点点検検検すすするるる
注注注 出荷時の設定は B位置です。
薄まき表示青色には、スピナーのブレードをA位置に設
定するよう注意表示があります図 32。

g013716

図図図 32

ブブブレレレーーードドドをををA位位位置置置ににに設設設定定定すすするるるととと、、、内内内側側側のののボボボルルルトトトデデディィィスススククク
ののの中中中心心心ににに最最最ももも近近近いいいボボボルルルトトトがががブブブレレレーーードドドののの壁壁壁面面面にににぴぴぴっっったたたりりり付付付
ききき、、、外外外側側側のののボボボルルルトトトデデディィィスススクククのののエエエッッッジジジににに最最最ももも近近近いいいボボボルルルトトトははは
ブブブレレレーーードドドののの壁壁壁面面面かかかららら遠遠遠ざざざかかかりりりままますすす。。。

これは少量の砂を高速で均一に分散させられるように
設計された位置ですので、こここののの設設設定定定ははは必必必ずずず行行行っっってててくくく
だだださささいいい。

厚まき設定黄色の場合は、砂の量が多くかつディスク
のスピードが遅くてもベストの分散が得られるように、
ブレードをB位置にする必要があります図 33。

g013717

図図図 33

ブブブレレレーーードドドをををB位位位置置置ににに設設設定定定すすするるるととと、、、内内内側側側のののボボボルルルトトトデデディィィススス
クククののの中中中心心心ににに最最最ももも近近近いいいボボボルルルトトトがががブブブレレレーーードドドののの壁壁壁面面面かかかららら遠遠遠ざざざ
かかかりりり、、、外外外側側側のののボボボルルルトトトデデディィィスススクククのののエエエッッッジジジににに最最最ももも近近近いいいボボボルルル
トトトはははブブブレレレーーードドドののの壁壁壁面面面ににに近近近づづづきききままますすす。。。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの位位位置置置不不不良良良ははは散散散布布布パパパタタターーーンンン不不不良良良ののの大大大ききき
ななな原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。

テテテーーールルルゲゲゲーーートトト、、、スススピピピナナナーーー速速速度度度、、、スススララライイイ
ドドド、、、フフフロロロアアア速速速度度度ををを設設設定定定すすするるる

希望する散布パターンが決まり、ブレードを正しくセット
したら、プロパスの残りの調整を行います。

機体に貼付された各色のステッカーにそれぞれの設定
が表示されています図 34。
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g013718

図図図 34

軽いダスティング薄まきを行うのであれば、青色の表
示を見てください テールゲート、フロア速度、スピナー
速度、ベースのスライド調整を全て青色の位置に調整
するよう指示があります図 34。

薄薄薄まままききき

おおよその散布幅 9.1 m

ブレードの位置A

フロア速度100%

スピナー速度青色 100%
テールゲート青色

スライド調整青色

コアリングの穴を目砂で埋めたい場合は、全ての設
定を赤色にしてください。

超超超厚厚厚まままききき

おおよその散布幅2.7 m

ブレードの位置B

フロア速度100%

スピナー速度赤色 15%
テールゲート赤色

スライド調整赤色

テテテーーールルルゲゲゲーーートトトののの調調調整整整

テールゲートはプロパスから流れてくる資材の量を制御
するものです図 35。

g013699

図図図 35
テールゲートを表す絵文字

高さ5"127 mmのテールゲートが、色分けされて、それ
ぞれに目標開始ラインが示されています図 36。テール
ゲートを調整することで資材の量を各色の範囲内で増
減することができます。

g013705

図図図 36

注注注図 36に示すステッカーの色は、メインステッカー図
30の色に対応しています。

スススピピピナナナーーーののの速速速度度度ををを調調調整整整すすするるる

注注注図 38と図 39に示すステッカーの色は、メインステッ
カー図 30の色に対応しています。

g013706

図図図 37
スピナーを表す絵文字

標標標準準準油油油圧圧圧駆駆駆動動動モモモデデデルルル 44701対応する色の部分に示さ
れた開始ライン点線に油圧コントロールをセットします
図 38。必要に応じて、各色の範囲内で速度を変え
ることができます。
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g013707

図図図 38

無無無線線線コココンンントトトロロローーールルルモモモデデデルルル 44751ステッカーの色分け部
分と無線コントローラ裏側に貼付されたチャートに示さ
れているパーセント値に合わせて設定します図 39。

decal119-6819

図図図 39

スススララライイイトトトののの調調調整整整

スライド調整は、砂がディスクに落ちる時の位置をベスト
の位置に調整するものです。ステッカーには、色ごとの
開始位置だけでなく、散布を微調整する方法も表示され
ています ツインスピナーの微調整 (ページ 22)を参照。

g013709

図図図 40
スライドを表す絵文字

g013710

図図図 41

注注注図 41に示すステッカーの色は、メインステッカー図
30の色に対応しています。

フフフロロロアアアののの速速速度度度ををを調調調整整整すすするるる

通通通常常常ははは、、、どどどののの設設設定定定でででもももフフフロロロアアア速速速度度度ははは100%にににしししままますすすこれ
は色別設定システムの調整項目を一つでも減らすよう
に開発されたもので、各設定は試験によって確認され
ています。テールゲートの高さを一番小さくしてもまだ資
材が多すぎる場合にフロア速度を落とすようにします。

g013711

図図図 42
フロア速度を表す絵文字

ツツツイイインンンスススピピピナナナーーーののの微微微調調調整整整

色別設定システムはごく簡単な設定方法で完璧な散布
を得られるように開発されたものです。しかし砂の重量
や粒径、水分などさまざまな変動要因があるため、散
布が不均一になることがあります。

このような場合に補正を行えるよう、ベベベーーーススス設設設定定定調調調
整整整のイラストにはベースの正しい位置調整を図示して
います図 43。
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g013710

図図図 43

内側が厚くなる場合は、ベースを奥へ押し込んでホッ
パーに近づけてください。外側が厚くなる場合は、ベー
スを手前に引いてホッパーから遠ざけてください。

注注注図 43に示すステッカーの色は、メインステッカー図
30の色に対応しています。

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責
任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護
具を着用してください。長い髪は束ね、服のだぶ
ついている部分はまとめるなどし、垂れ下がる装
飾品は身に着けないでください。

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 絶対に人を乗せないでください。また、作業中は周
囲から人やペットを十分に遠ざけてください。

• ホッパーに手足を近づけないよう注意してください。

• 牽引車両の走行中は必ず着席してください

• 運転には十分な注意が必要です牽引車両を安全に
運転する注意がおろそかになると、転倒など思わぬ
事故となり、けがや死亡など重大な結果を招きま
す。運転は慎重に。転倒や暴走事故を防止する
ために以下の点にご注意ください

– バンカーや川、ウォーターハザード、減速ラン
プ、不案内な場所などでは必ず減速し、安全距
離を取り、十分な注意をはらう。

– 走行が不安定にならないよう、資材を積んだ
状態で不整地走行する時には速度を落とすよ
うにする。

– 隠れた穴などの見えない障害に警戒を怠らな
い。

– 急な斜面を走行する場合には安全に特に注意
する。斜面ではまっすぐに上るか下るかする。
急旋回時や斜面での旋回時は必ず減速してくだ
さい斜面での旋回は可能な限り避ける。

– ぬれた場所、スピードが出ている時、満載状態
などでの運転には十二分の注意を払う。満載状
態では停止時間が長くなることを忘れずに。斜面
の上り下りに入る前にシフトダウンしておくこと。

– 急停止や急発進をしないこと。後退から前進、
あるいは前進から後退への切り替えは、一旦
完全に停止して行う。

– 急旋回など突然の操作は、その後の制御が不
安定になりやすく事故のもとであるから行わな
い。

– 旋回時や後退時には周囲に注意すること。周囲
に障害物のないこと、人のいないことを確認す
ること。旋回後退はゆっくりと、低速で。

– 頭上の危険物に注意し、低く垂れ下がった木
の枝、門、歩道橋などの下を通り抜けるときは
車両が通れる幅と自分の頭をぶつけない高さ
があること確認する。

– 落雷の危険がある時には運転しない。

– 安全に確信が持てない時は作業を中止 して責
任者に報告し、その指示に従う。

– 装置が動作中は機械から離れない。

• 資材の積み下ろしの際には、事前に必ず本装置に
牽引車両が接続されていることを確認してください。

• 本装置や牽引車両の最大積載量を超えないように
してください。

• 積荷の安定性は条件によって変わります - たとえ
ば高く積むほど重心が高くなります。安定性確保
のため、必要に応じて積載上限を規定より下げ
てお使いください。

• 転倒を防止するために

– 積荷の高さと重量を慎重に確認してください。高
く積むほど、そして積荷が重いほど、転倒のリ
スクは大きくなります。

– 荷重が前後左右に均一に分散するように積ん
でください。

– 旋回は慎重に行い、危険な操作は避けてくださ
い。

– 積み込みを開始する前は必ず、本装置に牽引
車両が接続されていることを確認してください。

– ホッパーに大きなものや重いものを入れないでく
ださい。大きすぎる荷重はベルトやローラを損
傷するおそれがあります。また資材の質を揃え
てください。砂に紛れている小石が飛び出す
ことが考えられます。

• 積み下ろしまたは散布作業中は本装置の真後ろに
立たないでください。ツインスピナーやクロスコンベ
ア、プロセッサからは細かい粒子や粉塵などが高
速で飛び出してきます。
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• 牽引車両から本装置を切り離したり、資材を下ろし
たりといった作業は平坦な場所で行ってください。

• 本装置を上昇させたままで移動走行しないでくださ
い。転倒する危険が大きくなります。

• 「注意」速度範囲黄色と黒色では本装置を移動走
行しないでください。アタッチメントを取り付ずに移動
するときは、装置を下げた状態で移動してください。

• 人や車両に近づいた時や、車両や通行人が横断し
ている時は、アタッチメントをOFFにしてください。

• 法面を走行する時は、細心の注意を払い、特に旋
回時には注意してください。

– 本装置に資材を満載した状態で法面を横断する
ような走行は、横転、走行力の喪失など非常に
危険な状態になる恐れがあります。

– 急な法面を走行するときは積荷を軽くし、資材
を高く積み上げないようにしてください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 牽引車両がどのていどの法面まで走行可能なのか
を必ず確認しましょう。

• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは
重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面については、実地の測定を含めてオペレータ
自身が調査を行い、安全に作業ができるかどうか
を判断してください。この調査においては、常識を
十分に働かせてください。

• 以下に挙げる、斜面で運転する場合の安全上の注
意を必ず読んで内容をしっかり理解してください。作
業当日の諸条件を考慮して、実際に作業を行うか
どうかを判断してください。同じ斜面上であっても、
地表面の条件が変われば運転条件が変わります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。急に
方向を変えたり急な加速やブレーキ操作をしない
でください。旋回は速度を落としてゆっくりと行って
ください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒
してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• ぬれ芝、急斜面など滑りやすい場所で運転すると
滑って制御できなくなる危険があります。駆動力を
失うと、スリップを起こしたりブレーキや舵取りがで
きなくなる恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近くでは安全に十二
分の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝
に落ちたり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時
に転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

運運運転転転ののの特特特性性性
この装置には、重量上、バランス上、取り扱い上の
特性があり、他の牽引式の機械とは異なった動作特
性があります。オペレーターズマニュアルをよくお読
みください。

オプション機器を取り付けたら、斜面を走行する時に
地面に当てないよう、地上高に注意してください。プ
ロパスを牽引用シャーシに搭載した場合、地上高は
積載ゼロの状態で33 cm です。プロパスをトラックス
ター直結用シャーシに搭載した場合、地上高は積載ゼ
ロの状態で 43 cm です。

マママシシシンンンののの動動動力力力のののコココンンントトトロロローーールルル

マママシシシンンンののの動動動力力力ののの ON/OFF
モモモデデデルルル 44701
作業が終了したら、ペンダントでマシンを停止させま
す。作業を開始する時は、牽引車両またはパワー
パックを起動して油圧装置を動作させ、ペンダントでマ
シンをスタートさせます。

マママシシシンンンののの動動動力力力ののの ON/OFF
モモモデデデルルル 44571
作業が終了したら必ずEストップボタンを押して電気系
統をOFFにしてください。図 44作業を始める時は、ハ
ンドヘルドリモートをONにする前にEストップボタンを引
き出す必要があります。

g237530

図図図 44

1. Eストップボタン

重重重要要要マママシシシンンンののの使使使用用用ががが終終終了了了しししたたたららら、、、Eススストトトッッップププボボボタタタンンンををを押押押
しししててて牽牽牽引引引車車車両両両かかからららののの電電電源源源供供供給給給ををを遮遮遮断断断しししてててくくくだだださささいいい。。。
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運運運転転転操操操作作作
1. 散布する資材をホッパーに積み込む。

2. ツインスピナーが搭載されていることを確認して
ください。

3. ゲートの高さを希望位置に調整する。

4. 2つのフローコントロールバルブを希望位置に設
定する。ベルト速度とオプションの動作速度を
希望位置通常は、ベルト速度は無線の場合は
100%、油圧の場合は10番。

5. 散布開始位置の約 3m手前に停車する。
6. ON/OFFペンダントスイッチが2つともOFFになっ

ていることを確認する。無線モデルでは、スイッ
チがすべてOFFになっていることを確認する。

7. 後部アクセスドアが完全に閉じていて、安全ラッ
チが掛かっていることを確認する 後部アクセスド
アの開閉 (ページ 38)を参照。

8. 油圧をスタートさせる牽引車両の油圧装置または
補助油圧パワーパック。

9. 牽引車両のエンジンの回転数を適切なレベル
まで上げる。ON/OFFペンダントスイッチまたは
無線モデルの場合はリモコンで、オプション機
器をONにする。

10. 牽引車両のエンジンの回転数を適切なレベルま
で上げて、散布場所に入る。

11. プロパスのオプション機器が散布開始位置の真
上にきたら、無線や有線のコントローラでコンベ
アベルトをONにする。
注注注無線モデルでは、ALL START機能を使うとオ
プション機器の始動およびフロアベルトの始動を一
回の操作で行うことができます。ベルトが始動した
後にオプション機器が始動するようになっている。

12. 一定の速度で資材を散布しながら、終了位置
端まで真直ぐ進む。

13. コンベアベルトをOFFにし、プロパスを旋回させ、
次の列に位置を合わせる。

14. 次の列を撒く前に、散布状態を確認する。必
要なら微調整を行う。

15. 上記手順11-14を繰り返して、必要量の散布が終
わるか、ホッパーが空になるまで作業を行う。

16. コンベアベルトとオプションをOFFにし、牽引車両
の回転数を下げ、油圧装置を解除する。

重重重要要要 いいいつつつでででももも、、、まままずずずコココンンンベベベアアアベベベルルルトトトををを停停停止止止さささせせせ
るるる。。。

無無無線線線コココンンントトトロロローーーラララににに関関関わわわるるる安安安
全全全上上上ののの注注注意意意
モモモデデデルルル 44751
無線コントローラをあやまって操作すると突然回転部が
ONになって巻き込まれる恐れがあります。作業中、調

整中、無線コントローラのプログラミング中、いずれも
マシンを視野内に確保してください。

あやまって作動させないよう、スピナーやフロアをONに
する時はSTARTボタンを2回押す必要があります 1回目
で「選択」となり、2回目で「ON」になります。これ
により、機械を手動で調整しているときの誤操作を防
ぐことができます。

プログラミング中や無線コントローラを準備中に、どの
ボタンも操作しない状態が 10秒間続くと、待機モード
になります。この場合、最後に保存されたプログラム
や設定が有効となっています。

注注注意意意
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる油油油圧圧圧オオオイイイルルルははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

ブブブレレレーーードドドやややフフフロロロアアアベベベルルルトトトににに直直直接接接手手手ををを触触触れれれるるるよよようううななな
調調調整整整をををすすするるる時時時ははは、、、無無無線線線コココンンントトトロロローーーラララをををOFFにににししし、、、
作作作業業業車車車をををOFFにににすすするるる油油油圧圧圧フフフロロローーーををを確確確実実実にににOFFににに
すすするるるたたためめめ。。。

油油油圧圧圧コココンンントトトロロローーールルルとととオオオプププシシショョョンンン
機機機器器器ののの操操操作作作
モモモデデデルルル 44751

リリリモモモーーートトトコココンンントトトロロローーールルルシシシススステテテムムム

リモートコントロールシステムは、ハンドヘルドリモー
ト、DC +12-+14.4 V ベースユニット、ワイヤハーネ
スで構成されています。
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ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドド

g029772

図図図 45

1. LCDディスプレイ 10. Floor Startフロアスタート
2. リモートの状態表示LED 11. フロアストップ

3. オールスタートフロアとオプ
ション機器をスタート

12. フロア速度を下げる

4. ON/OFF 13. フロア速度を上げる

5. Store: プリセットの設定を
記憶

14. オプションスタート

6. プリセット 15. オプションを停止

7. プリセット2 16. オプションの速度を上げる
8. プリセット3 17. オプションの速度を下げる
9. 全停止すべての機能を停
止

ボボボタタタンンンののの機機機能能能

ボボボタタタンンン 名名名称称称 機機機能能能

ON/OFF ハンドヘルドリモートの ON/OFF

ALL
START

フロアとオプション機器両方の機能をコント
ロールON/OFFおよび速度表示。

FLOOR
START
フロア
スター
ト

フロアホッパーのコンベアベルトの機能をコ
ントロールON/OFFおよびベルト速度表示

FLOOR
STOPフ
ロアス
トップ

フロアを停止。

ボボボタタタンンン 名名名称称称 機機機能能能

FLOOR
DECフ
ロア減
速

フロアの速度を下げる。

FLOOR
INCフ
ロア増
速

フロアの速度を上げる。

プリセッ
ト

プリセッ
ト2

プリセッ
ト3

フロア速度とオプション機器速度の事前
登録用

保存 プリセットボタンと共に使用して設定を記
憶させる。

オプ
ション
スター
ト

後部オプション機器の機能をコントロール
ON/OFFおよびベルト速度表示

OPTION
STOPオ
プション
を停止

オプション機器を停止する。

OPTION
DECオ
プショ
ン減速

オプション機器の速度を下げる。

OPTION
INCオ
プショ
ン増速

オプション機器の速度を上げる。

ALL
STOP
全停止

フロアとオプションの両方を停止させる。

ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドリリリモモモーーートトトをををONにににすすするるるにににははは
ON/OFFボタンを押しますしばらくするとリモコンがベー
スと通信を開始します。ハンドヘルドリモートが起動処
理を行っている間は、どのボタンも押さないでください。

リリリモモモーーートトトののの状状状態態態表表表示示示LEDにににつつついいいててて
モモモデデデルルル 44751

ハンドヘルドが通信中でフロアボタンとオプションボタン
が作動中は、 LED はゆっくりと2 Hz = 1秒間に2回)
点滅しています。ボタンを押すと 10 Hz でランプが点
滅します。
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操操操作作作にににつつついいいててて
• リモコンをONにすると、最初に FLR OFF および

OPT OFF という表示が約 5秒間現れます。もし、
waiting for base という表示が現れた場合には、
ベースユニットに電源が供給されているか、Eストッ
プボタンが押されたままになっていないか、確か
めてください。

• コントローラにはいつでも現現現在在在設設設定定定のののメメメモモモリリリが機能
しています。これは現時点での設定の記憶であり、
事前設定ではありません。ハンドヘルドリモートを
ON にした時には、この現在設定のメモリに保存さ
れた設定が使われます。

• ハンドヘルドリモートのスタートボタンの操作順序

1. スタートボタンオールスタート、フロアスター
ト、オプションスタートのどれでもを 1回押す
と、「現在の設定」メモリに記憶されている
設定が呼び出されます。

2. いま押したスタートボタンと同じスタートボタン
をもう一度押すと、油圧装置がすでに作動を
開始している場合には、その機器が作動を
開始します表示される数字が大きくなってい
きます。

3. 同じスタートボタンをもう一度3度目押すと、
この新しい設定がリモートの内部の現在のメ
モリに保存されます。

• 非作動モードでスタートボタンを一度押して現在の
設定を確認したあと、約10秒間の間は、機器を作
動させないで、「現在の設定」を変更することが
できます。作業モードではこの 10 秒間ルールは
ありません。

• プリセットに記憶させる時には、記憶させたい機
器を 起起起動動動状状状態態態まままたたたははは作作作動動動状状状態態態 にしておくことが
必要です。

• プリセットから動作させるには、速度パーセントを
表示させ、その後に作動操作を行います。OFF と
いう文字が表示されている場合には、改めてプリ
セットを呼び出す必要があります。

手手手動動動操操操作作作装装装置置置

ハンドヘルドリモートが見当たらない、破損した、故障
したという場合でも、散布作業は行えます。

手動操作は、油圧システムの運転席側にある手動操
作装置で行います図 46。

g030467

図図図 46

1. フロアベルトの速度 2. スピナーの速度

• フロアベルトの速度を調整するには図 47、ノブを
右に回します。油圧フローがゼロの時は、色別操
作システムの中の最大フロア速度を使います。こ
の設定は、ホッパーに砂が満載された状態のとき
に便利です。

decal119-6815

図図図 47
手動操作のステッカー

1. フロア速度の調整 2. スピナー速度の調整

• スピナーの速度調整図 47は調整ねじをマイナスド
ライバーで回転させて行います。右に回すと増速、
左に回すと減速です。

注注注油圧フローが作動中に、砂を散布せずに調整を行
いたい場合には、フロアの動作を OFFにしてください。

調整が決まったら、牽引車両についている油圧フロー
コントロールを使ってシステムの ON/OFF を行って散
布作業を行います。

ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドリリリモモモーーートトトののの使使使用用用
方方方法法法
モモモデデデルルル 44751

液液液晶晶晶デデディィィスススプププレレレイイイLCD
液晶ディスプレイLCDは、2列の標示領域があり、1
列に 8文字を表示できます。ハンドヘルドリモートのボ
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タンを押すごとに、機械の応答が表示されます。背景
の明るさとコントラストの調整が可能です。変更を行う
と、その内容はリモートにある「現在の設定」に記憶
されます。電源を切ると、その時点におけるコントラス
トとバックライトの設定が記憶され、次回に電源を入れ
たときにその設定が使われます。

バババッッックククララライイイトトトののの調調調整整整

オール停止 とフロア減速 ボタンを同時に押して保持
し、希望する明るさになったら手を離す。

+
注注注 3つの位置があります OFF, LOW, HIGH です。

背景照明は、ハンドヘルドの機能の中で最も電力を消
費する機能です。背景を明るくすると電池が早く消耗し
ます背景が暗いほど電池が長持ちします。

コココンンントトトラララススストトトををを強強強くくくすすするるるにににははは

オール停止 と オプション増速ボタンを同時に押して保
持し、希望する明るさになったら手を離す。

+
注注注 3つの位置があります OFF, LOW, HIGH です。

コココンンントトトラララススストトトををを弱弱弱くくくすすするるるにににははは

オール停止 とオプション減速 ボタンを同時に押して保
持し、希望する明るさになったら手を離す。

+
注注注 3つの位置があります OFF, LOW, HIGH です。

電電電池池池寿寿寿命命命、、、周周周波波波数数数、、、ベベベーーースススとととリリリモモモーーートトト
ののの ID ののの確確確認認認
オール停止と OPTION STOPボタンを同時に長押しす
ると、色々な情報が表示されます。

+
およそ2秒間隔で表示が切り替わり、最初は現在の電
圧での電池残量をパーセントで表示、次に動作周波
数通信チャンネル、ハンドヘルドリモートのID番号、
そして最後にベースユニットのID番号の順で情報が
表示されます。

ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドリリリモモモーーートトトのののおおお手手手入入入れれれ

ハンドヘルドリモートは非常に丈夫ですが、硬い路面
に落としたりしないように注意してください。表面が汚
れた場合は、水や薄い洗剤液で湿した布で拭いてくだ
さい。表示画面にひっかき傷を作らないように注意
してください。

ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドリリリモモモーーートトトののの電電電池池池交交交換換換

ハンドヘルドリモートの電源は単三アルカリ電池4個各
1.5 V、実際の作動電圧は2.4 - 3.2 V、電池寿命はお
よそ 300時間です背景電源を使用せずに連続運転した
場合。電池寿命は様々な要素によって変動し、先に説
明したとおり、背景の明るさで大きく変化し、背景を明
るくして使用するほど電池の寿命は短くなります。

重重重要要要ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドリリリモモモーーートトトををを使使使用用用すすするるる時時時にににははは、、、いいいつつつでででももも
予予予備備備ののの電電電池池池ををを用用用意意意しししててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

1. マグネット式ブラケットのマグネットについている
ボルトをゆるめる図 48。

g028874

図図図 48

1. ハンドヘルドリモート 3. マグネットのボルト

2. マグネット式の収納ブラケッ
ト

2. ブラケットの両側を開いてリモートを取り出す (図
48)。

3. リモートの裏側にあるねじ6本を外してカバーを
取る(図 49)。

注注注可能であれば、ゴム製シールとスチール製の
ガスケットを外さずにカバーと電池を外してくださ
い。
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g028875

図図図 49

1. ゴム製シール 3. ハンドヘルドリモート

2. スチール製ガスケット 4. 単三電池4本

4. 古い電池を取り出し、地域の条例等に従って処
分する。

5. 電池を入れる 電池の向きに注意すること。電
池を入れる箇所にはプラス・マイナスの表示が
ある図 49。
注注注 バッテリーの取り付け方向を間違えるとリモ
コンは作動しません。

6. ゴム製シールとスチール製のガスケットを外し
てしまった場合は、これらを注意深く溝にセット
する (図 49)。

7. カバーを元通りに取り付け、先に取り外したねじ6
本を使って固定し図 49、各ねじを 1.5-1.7 N·m
0.15-0.17 kg.m = 13-15 in-lbにトルク締めする。

8. ハンドヘルドリモートをマグネット式ブラケットに取
り付ける。ブラケットにリモートを入れ、ブラケット
についているボルトを締め付ける (図 48)。

ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドリリリモモモーーートトトとととベベベーーースススののの連連連携携携ををを
取取取りりり直直直すすすにににははは
ハンドヘルドリモートとベースの連携は出荷前にすでに
行われていますが、取替えなどの事情によっては、あ
らためて連携を取る必要がでてきます。

1. E ストップボタンを押してベースユニットの電源を
切り、次にハンドヘルドの電源が切れていること
を確かめる。

2. ベースの近くに障害物なくベースが見えるよう
に立つ。

3. ON/OFF ボタン とALL STOP ボタンを同時に長
押しする。

+
ハンドヘルドリモートが初期化を開始し、しばらくす
ると ASSOC PENDING連携待ちと表示される。

4. そのまま長押しを続け、およそ4秒後にASSOC
ACTIVE と表示されたらすぐに手を離す。
ディスプレイに PRESS STORESTORE を押す と
表示される。

5. STORE ボタンを長押しする。

ハンドヘルドリモートに POW UP BUNITと表示
される。

6. STOREボタンを押しながら、E ストップボタンを引
き出すベースユニットの電源が入る。

ハンドヘルドリモートがベースユニットと連携作業
を行う。連携が確立できるとASSOC PASS連
携成功と表示される。

7. STORE ボタンから手を離す。
重重重要要要 連連連携携携ににに失失失敗敗敗しししたたた場場場合合合、、、デデディィィスススプププレレレイイイににに ASSOC
EXITととと表表表示示示ささされれれるるる。。。
注注注ハンドヘルドリモートとベースユニットのリンク状態を
見るには、ALL STOPオール停止ボタンとOPTION STOP
オプション停止ボタンを同時に押す。

表示画面に、選択されているチャンネルとベースユニッ
トのIDが交互に表示される。

+

ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドリリリモモモーーートトトををを使使使用用用ししし
てててのののフフフロロロアアアとととオオオプププシシショョョンンンののの操操操作作作
モモモデデデルルル 44751
フロアとオプションツインスピナーなどの設定・操作方
法は以下の通りです

• フロアのみの設定と操作

• オプションのみの設定と操作

• フロアとオプションの両方の設定と操作

フフフロロロアアアのののみみみののの設設設定定定ととと操操操作作作
最初にフロアが動いていないときにフロアスタートボタ

ン を押すと、ハンドヘルドリモートには現在記憶
されている設定と、FLRに続いてSの文字FLRSセット
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モードという意味)が表示されます。セットモードでは、
設定値を増減できますがフロアは作動しません。フロア
を動作させずにフロアの速度を希望の値に設定、ある
いは設定を確認できます。速度の設定ができたらフロ
アスタート ボタンを押すと、設定速度でフロアが作動
を開始します (油圧が ON であればフロアが作動しま
す)。フロアスタートをさらにもう一度押すと、現在の設
定がメモリに記憶されます。

注注注 フロアが作動中にフロアの速度を変更すると、直ち
にその変更が動作に反映されますが、この変更は、保
存しない限り一時的なものとなります。フロアスタート
をもう一度押すと保存されます。たとえば、FLRSと表
示されている間に速度の調整をすると、フロアはその
調整された速度で動作しますが、フロアスタートを押
さずにハンドヘルドリモートの電源を切ると、この変更
は保存されません。次回にリモートを起動すると、設
定は以前のままになっています。

注注注 フロアスタート ボタンが押されFLRS設定モードが表
示されると、10秒間のタイマーが作動を開始します。こ
の間に何のボタン操作も行わないと、10秒後には FLR
に戻って、前回の設定内容が呼び出されます。設定
モード中に何らかのボタン操作を行うと、その都度タイ
マーがリセットされます。

1. フロアスタート ボタンを押す。

プレビューに現在の値とFLRSが表示される。
2. フロア増速 ボタンやフロア減速ボタンで値を変
更する。

または
3. フロアスタート ボタンを押してフロアをスタートさ

せる。

4. フロアスタート ボタンを押してフロア設定を記憶
させる。

ディスプレイに FLOOR STORE と表示される。
設定された値は、変更しないかぎりずっと記憶さ
れ、いつでも利用できます。

オオオプププシシショョョンンンのののみみみののの設設設定定定ととと操操操作作作

最初にオプションが動いていないときにオプションス

タートボタン を押すと、ハンドヘルドリモートには
現在記憶されている設定と、OPTに続いてSの文字
OPTSセットモードという意味)が表示されます。セット
モードでは、設定値を増減できますがオプションは作動
しません。オプションを動作させずにオプションの速度
を希望の値に設定、あるいは設定を確認できます。
速度の設定ができたらOPTION STARTオプションスター
ト ボタンを押すと、設定速度でフロアが作動を開始し
ます (油圧が ON であればフロアが作動します)。オプ
ションスタートをさらにもう一度押すと、現在の設定
がメモリに記憶されます。

注注注 フロアが作動中にフロアの速度を変更すると、直ち
にその変更が動作に反映されますが、この変更は、保
存しない限り一時的なものとなります。オプションスター
トをもう一度押すと変更が保存されます。たとえば、
OPTSと表示されている間に速度の調整をして OPTION
START を押すと、オプションはその調整された速度で
動作しますが、この変更を保存するにはオプションス
タートをもう一度押さなければいけません。これをせず
にハンドヘルドの電源を切ると、変更は保存されませ
ん。次回にリモートを起動すると、設定は以前のま
まになっています。

注注注 オプションスタート ボタンが押されFLRS設定モー
ドが表示されると、10秒間のタイマーが作動を開始し
ます。この間に何のボタン操作も行わないと、10秒後
には FLR に戻って、前回の設定内容が呼び出されま
す。設定モード中に何らかのボタン操作を行うと、その
都度タイマーがリセットされます。

1. OPTION START ボタンを押す。

プレビューに現在の値とFLRSが表示される。
2. オプション増速ボタンやオプション減速ボタンで値

を変更する。

または
3. オプションスタート ボタンを押してオプションをス

タートさせる。

4. オプションスタート ボタンを押してオプションの設
定を記憶させる。
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ディスプレイに OPTION STORE と表示される。
設定された値は、変更しないかぎりずっと記憶さ
れ、いつでもそのオプションに使用されます。

フフフロロロアアアとととオオオプププシシショョョンンンののの両両両方方方ののの設設設定定定ととと操操操
作作作

最初にオプションが動いていないときにオールスタート

ボタン を押すと、ハンドヘルドリモートには現在
記憶されている設定フロアとオプションと、FLRとOPTと
いう表示に続いてSの文字FLRSとOPTS)が表示され
て設定モードになります。セットモードでは、設定値を
増減できますがフロアもオプションも作動しません。フ
ロアやオプションを動作させずにこれらの速度を希望
の値に設定、あるいは設定を確認できます。速度の
設定ができたらオールスタート ボタンを押すと、それ
ぞれの設定速度でフロアとオプションが作動を開始し
ます (油圧がONであればオプションが作動します)。
オールスタートをさらにもう一度押すと、現在の設定
がメモリに記憶されます。

注注注 フロアが作動中にフロアの速度を変更すると、直ち
にその変更が動作に反映されますが、この変更は、保
存しない限り一時的なものとなります。オールスター
トをもう一度押すと保存されます。たとえば、FLRSと
OPTSが表示されている間に速度の調整をしてオール
スタートを押すとフロアやオプションはその調整された
速度で動作しますが、オールスタートもう一度押さず
にハンドヘルドリモートの電源を切ると、これらの変更
は保存されません。次回にリモートを起動すると、設
定は以前のままになっています。

注注注オールスタート ボタンが押されFLRS設定モードが表
示されると、10秒間のタイマーが作動を開始します。こ
の間に何のボタン操作も行わないと、10秒後には FLR
とOPT に戻って、前回の設定内容が呼び出されて使
用されます。設定モード中に何らかのボタン操作を行う
と、その都度タイマーがリセットされます。

1. オールスタート ボタンを押す。

プレビューに現在の値とFLRS、OPTSが表示
される。

2. 以下の手順でベルトの調整を行う

• フロア増速ボタンやフロア減速ボタンでフロア
速度の設定値を変更する。

または
• オプション増速ボタンやオプション減速ボタン
でオプション速度の設定値を変更する。

または
3. オールスタート ボタンをもう一度押してフロアとオ

プション機器を実際に作動させる。

4. オールスタート ボタンをもう一度押してオプション
の設定を記憶させる。

ディスプレイに ALL STORE と表示される。設定
された値は、変更しないかぎりずっと記憶され、
いつでもそのオプションに使用されます。

注注注オールスタートボタン使用時の設定を記憶させ
るにはフロアとオプションの両方を作動させてお
く必要があります。一つの機器しか動いていな
い、または両方とも動いていない時に オールス
タート を押すと、両方を作動させる、または動い
ていなかった機器を作動させることになります。こ
の場合は何も記憶されず、以前に記憶されたフロ
アとオプションの設定が表示されます。

フロアやオプションに設定した値は2つの場面で利
用されますひとつはフロアスタートやオプションス
タート ボタンを使った時、もうひとつは、オールス
タートボタンを使った時です。どちらの場合も同
じ設定で動作します。

ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドリリリモモモーーートトトのののプププリリリセセセッッッ
トトトモモモーーードドド
モモモデデデルルル 44751

プププリリリセセセッッットトト 1, 2おおおよよよびびび 3ボボボタタタンンンののの設設設定定定
ハンドヘルドリモートには全部で3つの プリセット ボタン
があり、フロアとオプションの速度を前もって設定してお
くことができます。3つのプリセットボタンによって、3種
類のオールスタート の内容を事前に記憶していると考
えれば分かりやすいかもしれません。

もし、フロアとオプション機器の一方または両方が作動
中にプリセットボタンを押すと、その時点におけるフロア
とオプション機器のプレビュー設定が表示され、この後
に オールスタートボタンを押すと現在のプリセットが消
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去されて現在の値が新しいプリセット値として記憶され
ます。10 秒以内に オールスタート ボタンを押さない
と、設定は以前のままとなります。

プリセットボタンの設定は以下の手順で行います

1. フロアとオプション機器の両方をスタートさせる。
これは個別のボタンを使ってもよいし、オースス
タートボタンで行っても良い。

2. フロアおよびオプション機器について、希望の速
度をセットするそれぞれの機器の速度増加ボタ
ンと減少ボタンを使う。

3. 保存 ボタンを押しながら、希望するプリセット ボ
タン1, 2, または 3を押す。

そして , , ま

たは
PRESET SAVEDプリセットを保存しましたと表
示されます。

注注注保存ボタンを押しながらプリセットボタンを押したと
きにフロアとオプションのどちらかが動いていない場
合、フロアの設定またはオプション機器の設定は記
憶されず、そのプリセットボタンには、以前の設定が
そのまま残ります。

プププリリリセセセッッットトトモモモーーードドドののの使使使用用用方方方法法法
1. 希望するプリセットボタン1, 2 または 3を押すと、

フロアとオプション機器の設定が表示される。

2. オールスタート ボタンを押すとフロアとオプショ
ン機器が作動を開始する油圧が動いていること
が条件。

3. 必要に応じてスタートボタンとストップボタンを操
作する。

ホホホッッッパパパーーーへへへ資資資材材材ををを積積積みみみ込込込むむむ時時時

警警警告告告
危危危険険険回回回避避避のののたたためめめ、、、目目目的的的以以以外外外ののの用用用途途途にににホホホッッッパパパーーーををを
使使使用用用しししななないいいこここととと。。。

• ホホホッッッパパパーーーににに人人人ををを乗乗乗せせせななないいいこここととと。。。

• 本本本装装装置置置ややや牽牽牽引引引車車車両両両ののの最最最大大大積積積載載載量量量ををを超超超えええななないいいよよよ
うううにににしししてててくくくだだださささいいい仕仕仕様様様 (ペペペーーージジジ 18)ををを参参参照照照。。。

• 積積積荷荷荷ののの安安安定定定性性性ははは条条条件件件ににによよよっっっててて変変変わわわりりりままますすす - たたたととと
えええばばば高高高くくく積積積むむむほほほどどど重重重心心心ががが高高高くくくなななりりりままますすす。。。安安安定定定性性性
確確確保保保のののたたためめめ、、、必必必要要要ににに応応応じじじててて積積積載載載上上上限限限ををを規規規定定定よよよ
りりり下下下げげげててておおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

1. 機体を牽引車両に接続する。

2. ホッパーに資材を投入する。

重重重要要要 ホホホッッッパパパーーーににに大大大きききなななももものののややや重重重いいいももものののををを入入入れれれななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。リリリアアアゲゲゲーーートトトののの開開開口口口部部部よよよりりり大大大きききいいいもももののの
はははベベベルルルトトトやややリリリアアアゲゲゲーーートトトアアアセセセンンンブブブリリリををを破破破損損損すすするるるここことととががが
ああありりりままますすす。。。まままたたた資資資材材材ののの質質質ををを揃揃揃えええるるるこここととと。。。砂砂砂ににに紛紛紛れれれ
ててていいいるるる小小小石石石ががが飛飛飛びびび出出出すすすここことととががが考考考えええららられれれままますすす。。。

機体の転倒を防ぐために次のことを守ってくださ
い本書に記載の安全ステッカーを参照

• 積荷の高さと重量を慎重に確認してください。
高く積むほど、そして積荷が重いほど、転倒
のリスクは大きくなります。

• 荷重が前後左右に均一に分散するように積ん
でください。

• 旋回は慎重に行い、危険な操作は避けてく
ださい。

ホホホッッッパパパーーーかかかららら資資資材材材ををを下下下ろろろすすすとととききき

警警警告告告
こここののの機機機械械械ははは手手手足足足ををを切切切断断断すすするるる能能能力力力がががあああるるる。。。

牽牽牽引引引車車車両両両のののエエエンンンジジジンンンががが作作作動動動中中中、、、パパパワワワーーーパパパッッックククのののエエエ
ンンンジジジンンンががが作作作動動動中中中、、、おおおよよよびびび目目目砂砂砂なななどどどののの散散散布布布作作作業業業中中中
ははは、、、スススピピピナナナーーーガガガーーードドドやややスススピピピナナナーーーアアアセセセンンンブブブリリリににに手手手ややや
足足足なななどどどををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

積み下ろしまたは散布作業中は本装置の真後ろに立た
ないでください。ツインスピナーからは細かい粒子や粉
塵などが高速で飛び出してきます。

斜面では資材を下ろさないでください。
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警警警告告告
牽牽牽引引引車車車両両両ににに接接接続続続ささされれれててていいいななないいい状状状態態態でででプププロロロパパパスススかかかららら
資資資材材材ををを下下下ろろろすすすととと、、、資資資材材材ののの移移移動動動ににに伴伴伴っっっててて機機機体体体ののの重重重
心心心ががが変変変化化化しししたたた時時時ににに突突突然然然プププロロロパパパスススががが点点点灯灯灯すすするるる恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。

資資資材材材ををを下下下ろろろすすす際際際にににははは、、、事事事前前前ににに必必必ずずず本本本装装装置置置ににに牽牽牽引引引
車車車両両両ががが接接接続続続ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

移移移動動動走走走行行行
本装置はオフロード専用に設計されています。最高速
度空車、前進時は 24km/h です。
安全な操作を心がけてください。急旋回や急な操作な
ど危険な運転操作をしないでください。

旋回する前には減速してください 濡れた路面や砂地
など滑りやすい場所ではとくに注意してください。オプ
ションを搭載していると旋回半径が大きくなりますから
注意してください。

注注注意意意
安安安全全全ををを確確確保保保せせせずずずににに本本本機機機ををを使使使用用用すすするるるととと、、、死死死亡亡亡事事事故故故ををを
含含含むむむ重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

旋旋旋回回回時時時ややや後後後退退退時時時にににははは周周周囲囲囲ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。周周周囲囲囲ににに
障障障害害害物物物のののななないいいこここととと、、、人人人のののいいいななないいいここことととををを確確確認認認すすするるるこここ
ととと。。。旋旋旋回回回後後後退退退はははゆゆゆっっっくくくりりりととと、、、低低低速速速ででで。。。

人や車両に近づいた時や、車両や通行人が横断して
いる時は、オプションをOFFにしてください。
注注注積荷が重い時や、濡れた路面、ラフな路面では、
静止に時間が掛かり、また、旋回時の敏しょう性や安
全性が低下するので、注意してください。

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認
• 駐車する場合には平らな場所を選んでください。床
面地面が柔らかいとジャッキの脚部がめり込んで機
体を転倒させる危険があります。

• 法面では、牽引車両と本装置との切り離しを行わ
ないでください 切り離しを行う前に必ず機体前後に
ジャッキを取り付けてください。

• 後ジャッキの脚部とホッパーが下位置にきているこ
とを確認してください。後ろの脚部と床面との間に
5 cm 以上のすきまがある場合には、角材などを
いれて支えてください。

• 装置の切り離しを行う時には、必ず車輪に輪止め
をかけておいてください。

• 機体各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が十
分にしまっているか常に点検してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

牽牽牽引引引車車車両両両かかからららののの切切切りりり離離離ししし
1. 牽引車両と本機を乾いた平らな場所に駐車する。
2. 牽引車両の駐車ブレーキを掛け、エンジンを止

め、キーを抜き取る。

3. プロパスの左右のタイヤ前後に車輪止めを掛
けてください。

4. 油圧系内の圧力を逃がす。

5. 油圧ホースを外して巻き取って機体前部に収納
する。

6. 中間電源コードを牽引車両から外す。

7. ジャッキスタンドをセットする

• 牽引用シャーシの場合は、ジャッキスタンド
を右に90度回して下向きにし、プロパスを支
持する。

• トラックスター直結用シャーシの場合は、
ジャッキスタンド2台を機体前方まで動かし、
90度回して、両方のジャッキスタンドの下端を
地面に向ける。

8. ジャッキを使ってプロパスを持ち上げ、牽引車両
の牽引バーにプロパスの重量がまったくかから
ないようにする。

9. ヒッチピンを抜き取る。

10. 牽引車両のあいだの接続が全て切り離されて
いることを確認する。

車車車両両両ののの駐駐駐車車車手手手順順順
駐車する時は必ず平らな場所に駐車する。プロパスの
左右のタイヤ車両に直接搭載している場合には車両の
前後に車輪止めを掛ける。

警警警告告告
斜斜斜面面面上上上ででで牽牽牽引引引車車車両両両かかからららののの切切切りりり離離離しししををを行行行うううととと、、、機機機体体体
ががが突突突然然然動動動ききき出出出すすす危危危険険険がががあああるるる。。。

斜斜斜面面面でででははは絶絶絶対対対ににに、、、プププロロロパパパスススととと牽牽牽引引引車車車両両両ののの切切切りりり離離離ししし
ををを行行行わわわななないいいこここととと。。。まままたたた、、、切切切りりり離離離しししををを行行行ううう前前前ににに、、、必必必ずずず
前前前ジジジャャャッッッキキキををを確確確実実実ににに降降降ろろろしししててておおおくくくこここととと。。。

下ろしたジャッキスタンド垂直状態を走行位置水平状
態に上げるには、スタンドの支持ピンを抜いて、ジャッ
キを回転させてください。必ずプロパスにジャッキスタン
ドを取り付け、作業中は正しい位置にしておいてくださ
い。トロ牽引用シャーシの場合、ジャッキスタンドはヒッ
チチューブに付いています図 50。トラックスター直結用
シャーシの場合はジャッキスタンドを2台使用します図
51。散布作業を行う時はシャーシ後部にあるジャッキ
保管用マウントを使用してください。
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g013337

図図図 50

1. 牽引用シャーシのジャッキスタンド

g013338

図図図 51

1. トラックスター直結シャーシのジャッキスタンド

保保保管管管用用用スススタタタンンンドドドののの使使使いいい方方方
1. 作業車をプロパスの保管場所に駐車する。

注注注 格納保管は必ず平らでしっかりした床面で
行ってください。

2. 作業車との電気接続を外す。

3. プロパスの油圧ラインを作業車から外す。

4. 車両をニュートラルギアにセットし、駐車ブレーキ
を掛けた状態でエンジンを始動する。

5. 車両の昇降シリンダを使ってプロパスの前部を持
ち上げ、保管用スタンドの前脚を取付けられる
程度に浮かせる。

6. エンジンを停止する。

警警警告告告
格格格納納納スススタタタンンンドドドににに載載載せせせたたたままままままののの状状状態態態ででで本本本機機機ののの整整整
備備備ををを行行行うううととと、、、死死死亡亡亡事事事故故故ををを含含含むむむ重重重大大大ななな人人人身身身事事事
故故故ががが発発発生生生すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

格格格納納納スススタタタンンンドドドににに載載載っっっててていいいるるる機機機体体体ののの下下下にににもももぐぐぐりりりこここ
んんんででで作作作業業業なななどどどをををしししななないいいこここととと。。。

7. プロパスに、保管用スタンドの前脚と後部ジャッ
キを取付け、ロックピンで固定する図 52。

g013777

図図図 52

1. 後ジャッキスタンド 3. ロックピン

2. 保管用スタンドの前脚

8. 車両の昇降シリンダを使って、保管用スタンドの
前脚が床につくまで機体の前部を下ろす。

9. 後部の取り付けピンプロパスとワークマンのフ
レームをつないでいるに全く力が掛からなくなるま
で、後部の保管用スタンド2つを上昇させる。

10. 後部のリンチピン、ヒッチピン、ワッシャを外す
図 53。
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g013228

図図図 53

1. ヒッチピン、ワッシャ、リンチピン

11. 片手で油圧昇降シリンダを持ち、もう片手で、シ
リンダの固定ピンをはずす図 54。

g013778

図図図 54

1. シリンダのロックピンを持ち上げる。

12. シリンダを格納用クリップで固定する。油圧昇降
レバーを誤って操作しないように、ロックしておく。

13. 後部に取付けたジャッキスタンド2つを上昇させ、
プロパスの下からワークマンが出て行けるだけの
空間を確保する。

14. 機体の周囲を一周して点検する。プロパスの下
から車両が出て行けるだけの空間があり、か
つ、プロパスが4本の脚で確実に支えられている
ことを確認する。

15. 車両のトランスミッションをニュートラルにし、駐車
ブレーキを掛け、エンジンを始動する。

16. 駐車ブレーキを解除して、ゆっくりと車両を前進
させ、プロパスの下から出す。

移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき
重重重要要要破破破損損損防防防止止止のののたたためめめ、、、トトトレレレーーーラララににに載載載せせせるるる時時時ははは、、、ツツツイイインンン
スススピピピナナナーーーををを外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには
安全に十分注意してください。

• マシンをトレーラやトラックに積み込む際には、機体
と同じ幅のある歩み板を使用してください。

牽引シャーシ、牽引車両、ロープ掛け位置について
は、各機械のオペレーターズマニュアルをご覧くださ
い。

注注注前向きに載せられない場合、搬送中にフードが外れ
る危険がありますので、ワークマンのフードをロープな
どでフレームにしっかりと固定するか、フードを外して
別送するかしてください。

1. ツインスピナーアセンブリが装着されている場
合には取り外す。

2. 牽引車両をランプ板まで寄せる。

3. エンジンを停止し、キーを抜き取り、駐車ブレー
キを掛ける。

4. マシンを車輪近くで固定するロープ、ケーブル、
チェーンなど。

注注注 ロープ掛けや積荷固定については各地域の法
令などに従ってください。

5. 荷台に固定し終わったら、車輪に輪止めを掛け
る。
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保保保守守守
注注注 www.Toro.comから、この機械に関する配線図と油
圧回路図をダウンロードすることができます。弊社ホー
ムページからマニュアルへのリンクをご活用ください。

警警警告告告
全全全てててののの動動動力力力源源源ををを遮遮遮断断断せせせずずずににに機機機体体体ののの整整整備備備ををを行行行うううととと
死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる危危危
険険険がががあああるるる。。。

整整整備備備作作作業業業ををを始始始めめめるるる前前前ににに、、、動動動力力力源源源とととののの全全全てててののの接接接続続続
ををを外外外しししててておおおくくくこここととと。。。

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 整備や調整を行う場合は必ずマシンを停止させ、エ
ンジンを止め、駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取
り、各部が完全に停止したのを確認してください。

• このマニュアルに記載されている以外の保守整備
作業は行わないでください。大がかりな修理が必
要になった時や補助が必要な時は、Toro正規代
理店にご相談ください。

• ボルト、ナット、ねじ類は十分に締めつけ、常に機
械全体の安全を心掛けてください。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかないでください。

• 牽引車両のエンジンを作動させたままでチェーンの
張りの点検や調整をしないでください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

• 機体の下で作業をするときには、機体をブロックや
格納保管用スタンドで確実に支えてください。牽引
車両の油圧昇降装置だけで機体を支えて整備を行
うことは絶対にしないでください。

• タインの取り付けボルトやナットが所定のトルクで締
め付けられているか、毎回点検してください。

• 整備が終わったら、フードを閉じてラッチを掛け、外
してあったガード全部を正しく取り付けてください。

潤潤潤滑滑滑

グググリリリスススアアアッッップププ
ベベベーーースススモモモデデデルルル

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 25 時間
40運転時間ごと非常に条件の悪い場所で使用
する場合には、作業ごとに機体のグリスアップ
を行う。

• 自動車用の汎用グリスを使用する。

• ベアリングとブッシュとチェーンのすべてにグリス
を補給する。

マシンには数か所のグリスポイントがあります図 55と
図 56。
1. 異物がないように、グリスニップルをきれいに
拭く。

2. グリスガンでベアリングやブッシュにグリスを補
給する。

3. 余分のグリスをふき取る。

g013352

図図図 55
グリスフィッティング左前に1ヶ所、右前に1ヶ所

g013353

図図図 56
グリスフィッティング左後に1ヶ所、右後に1ヶ所

牽牽牽引引引シシシャャャーーーシシシのののグググリリリスススアアアッッップププ

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 25 時間
1年ごとまたは長期保管前

自動車用の汎用グリスを使用する。

1. 異物がないように、グリスフィッティングをきれい
に拭く図 57。

2. グリスガンでベアリングやブッシュにグリスを補
給する。

3. 余分のグリスをふき取る。
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図図図 57
グリスフィッティング前後、左右

ホホホイイイーーールルルベベベアアアリリリンンングググのののグググリリリスススアアアッッップププ
牽牽牽引引引シシシャャャーーーシシシオオオプププシシショョョンンン

整整整備備備間間間隔隔隔: 300運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到
達した方

ホイールベアリングを清掃し、グリスを詰めてください。

タタタイイイヤヤヤとととキキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルののの空空空
気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
牽牽牽引引引シシシャャャーーーシシシオオオプププシシショョョンンン

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
• 牽引車両のタイヤ空気圧を点検する牽引車両のオ
ペレーターズマニュアルを参照。

• 牽引用シャーシの空気圧が 0.69 bar0.7 kg/cm2 =
10 psi またはタイヤメーカーの推奨値となっている
ことを確認する。

• タイヤに破損や過度の摩耗がないか点検する。

• ホイールボルトにゆるみがないこと、ボルトが抜け
落ちていないことを確認する。

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認すること。

• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専
門医の治療を受ける。万一、油圧オイルが体内
に入った場合には、数時間以内に手術を受ける
必要がある。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が
高圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけ
ない。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使う。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実
に解放する。

油油油圧圧圧関関関係係係ののの仕仕仕様様様
工場で高品質油圧オイルを満たして出荷しています。
初めての運転の前に必ず油量を確認し、その後は毎日
点検してください。推奨オイルの銘柄を以下に示します

Toro プププレレレミミミアアアムムムトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン/油油油圧圧圧トトトラララクククタタタオオオイイイルルル (19 リッ
トル缶または208 リットル缶。パーツカタログまたは代理店
でパーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイルトロのオイルが入手できない場
合は、他のトラクタ用ユニバーサル油圧オイルを使用
することができますが、その場合は、必必必ずずず通通通常常常ののの石石石
油油油系系系オオオイイイルルルををを使使使用用用ししし、、、合成オイルや生分解性オイル
は使用しないでください。それらのオイルは、以下に
挙げる特性および産業規格をすべて満たしている必
要があります。オイルの性能や規格については専門
業者にご相談ください。

注注注不適切な油圧オイルの使用による損害については
弊社は一切責任を持ちかねますので、品質の確かな
製品をお使い下さる様お願いいたします。

物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 55-62

粘性インデックス ASTM D2270 140 – 152

流動点, ASTM D97 -37°C–43°C

産業規格
API GL-4, AGCO Powerfluid 821 XL, Ford New
Holland FNHA-2-C-201.00, Kubota UDT, John Deere J20C,
Vickers 35VQ25, および Volvo WB-101/BM

注注注多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500 ご注文は Toro代理店へ。
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油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
• オイル漏れがないか点検する。漏れを発見した場
合は、接続部を締め直す、または破損部品を修
理交換する。

• 油圧ホースの磨耗損傷状態を点検する。

• パワーパックオプション搭載機器では、油圧オイル
タンク内のオイル量を点検する。必要に応じ、タン
クにオイルを補給する。

• 牽引車両の油圧装置を利用する場合には、牽引車
両の油圧装置のオイル量が適切であることを確認
する牽引車両のオペレーターズマニュアルを参照。

荷荷荷台台台とととホホホッッッパパパーーーののの保保保守守守

後後後ゲゲゲーーートトトののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

調整部がスムーズに動くかどうか点検する。

ジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドののの収収収納納納ととと点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
• 移動前に、ジャッキスタンドを上位置に収納する。
トラックスター直結用シャーシの場合は、両方の
ジャッキスタンドが機体後方に収納されている。

• ヒッチピンやジャッキスタンドが破損しておらず、安
全ピンが正しく取り付けられている。安全ピンが脱
落破損していれば交換する。

• ヒッチ部の接続にガタがないことを確認してください。

そそそののの他他他ののの機機機器器器ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
• ツインスピナーのディスクのブレードの磨耗度合いを
点検する。薄くなりすぎたら交換する。

• ツインスピナーのハウジングにひび割れや腐食の徴
候がないか点検する。必要に応じて磨耗プレート
を交換する。

• 安全ステッカーに破れがなく、はっきり読める 破
れたり読めなくなったステッカーは貼り替えるか点
検する。

後後後部部部アアアクククセセセスススドドドアアアののの開開開閉閉閉

警警警告告告
後後後部部部アアアクククセセセスススドドドアアアののの右右右上上上角角角部部部ににに、、、安安安全全全スススイイイッッッチチチががが
ああありりり、、、ドドドアアアががが開開開いいいたたた状状状態態態ででではははマママシシシンンンははは作作作動動動しししななないいい。。。

• ドドドアアアををを開開開いいいたたたままままままでででマママシシシンンンををを運運運転転転しししよよようううとととしししななな
いいいこここととと。。。

• 安安安全全全スススイイイッッッチチチががが適適適切切切ににに作作作動動動しししななないいい場場場合合合にににははは、、、代代代
理理理店店店ににに連連連絡絡絡すすするるるこここととと。。。

1. ドアのラッチを外してアクセスドアを開く。

g432241

図図図 58

1. ラッチのハンドル 3. 後部アクセスドア
2. ラッチのフック

重重重要要要運運運転転転前前前ににに必必必ずずずドドドアアアががが完完完全全全ににに閉閉閉じじじててていいいるるるこここととと、、、
ラララッッッチチチででで固固固定定定ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

2. ドアを閉じ、ドア上部にあるラッチフックをラッチハ
ンドルに掛ける。
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コココンンンベベベアアアベベベルルルトトト装装装置置置ののの整整整備備備

ベベベルルルトトトシシシーーールルルとととリリリアアアゲゲゲーーートトトのののシシシーーールルルののの
点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
• ゴム製シールをすべて点検する 過度の磨耗や目
視でわかる傷がない。漏れが発生したらシール
を交換修理する。

• ベルトスクレーパが適切に調整されている。スクレー
パがベルトの全幅にわたってしっかり当たっている。

コココンンンベベベアアアベベベルルルトトトとととロロローーーラララののの点点点検検検
• コンベアベルトが真っ直ぐに走るかどうか、スリップし
ないか点検し、必要に応じて調整などを行う コンベ
アベルトのトラッキングの点検 (ページ 39)を参照。

• 前後のローラベアリングに過度の磨耗や目視でわ
かる傷がない2ヶ月ごとに点検。

• 駆動チェーンとスプロケットの状態と張りを点検す
る。

重重重要要要 ベベベッッッドドド、、、ベベベルルルトトト、、、ロロローーーラララののの間間間ににに砂砂砂ががが過過過度度度にににたたた
まままっっっててていいいななないいい。。。車車車体体体ををを清清清掃掃掃すすするるる (ペペペーーージジジ 40)ををを参参参
照照照。。。

コココンンンベベベアアアベベベルルルトトトののの張張張りりりののの調調調整整整

ベルトがスリップしない限りこの調整は不要です。新し
いベルトを取り付けた時や他の整備作業のためにベル
トをゆるめたりした場合にはこの調整を行ってください。

1. ベルトのVガイドと前後のローラのガイドとが整列
していることを確認する。

2. 左右の調整ナットを均等に締めてベルトに適当
な張りを与える。

注注注必要に応じ、前アイドラローラのカバーや後ろ
シュートカバーを外してください。

3. 散布に使用する資材の中で一番重量の大きい
ものを目一杯に積む。

4. テンショナロッドが回らないようにロッドの端部を
レンチで押さえながら、もう本のレンチでロッキ
ングナットロッドの端部に一番近いナットをゆる
める図 59。

g013351

図図図 59

1. ロッキングナット 2. 調整ナット

5. コンベアベルトを作動させて、ベルトがスリップす
るかどうかを点検する。

6. スリップする場合にはベルトを停止させ、左右の
調整ナットをそれぞれ1/2回転だけ締めつける。
締めすぎないこと。

7. ベルトがスリップしなくなるまで上記との手順を
繰り返す。

8. ロッキングナットを締め、黄色い安全カバーを
取り付ける。

コココンンンベベベアアアベベベルルルトトトのののトトトラララッッッキキキンンングググののの点点点検検検
このコンベアベルト装置は自動的に整列して走行しま
す。このため、前後のローラの中央部に溝がついて
おり、ベルトのVガイドがこの溝にそって走行します
が、溝から外れる場合があります。トラッキングの調整
は以下の手順で行います

1. ベルトがどちら側に寄るのかを確認する。

2. 左右前部の安全カバーを取り外す。

3. ベルトが寄ってくる側で調整する。テンショナロッ
ドが回らないようにロッドの端部を押さえながら
ロッキングナットをゆるめ、調整ナットをナットの
面分締めつける図 59。

4. 左右のロッキングナットを締めつけ、コンベアベ
ルトを作動させる。

5. ベルトの試運転を行う。ベルトが自動的に正常位
置に戻るように何度か調整を重ねる。

重重重要要要時時時間間間をををかかかけけけててて辛辛辛抱抱抱づづづよよよくくく調調調整整整すすするるるこここととと。。。ベベベ
ルルルトトトををを張張張りりり過過過ぎぎぎななないいいこここととと。。。

6. 両方の安全カバーを取り付ける。

コココンンンベベベアアアベベベルルルトトトののの詰詰詰まままりりりののの解解解除除除
重重重要要要 コココンンンベベベアアアベベベルルルトトトににに詰詰詰まままっっったたたももものののををを、、、手手手ででで取取取りりり除除除
こここうううをををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
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1. 後アクセスドアを閉じる 後部アクセスドアの開
閉 (ページ 38)を参照。

2. 除去棒を使って、コンベアベルトに詰まっている
異物を除去する。

g435545

図図図 60

1. 除去棒

3. 後アクセスドアを閉じる 後部アクセスドアの開
閉 (ページ 38)を参照。

車車車体体体ををを清清清掃掃掃すすするるる
塩類、舗装道路からのタール、樹液、肥料などの化
学薬品で塗装面が傷む場合があります。これらの物質
は洗剤と水で出来るだけ早期に落してください。必要な
場合はクリーナや溶剤も使ってください。ただし塗装面
に悪影響が出ないか確認してください。

警警警告告告
可可可燃燃燃性性性ののの溶溶溶剤剤剤かかかららら発発発生生生すすするるるガガガスススははは有有有毒毒毒ででで健健健康康康ををを害害害
すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

可可可燃燃燃性性性ののの液液液剤剤剤ややや、、、有有有毒毒毒ガガガスススををを発発発生生生すすするるるクククリリリーーーナナナ
ははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。必必必ずずずメメメーーーカカカーーーののの注注注意意意事事事項項項ををを
守守守るるるこここととと。。。

重重重要要要高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄機機機ををを使使使わわわななないいいこここととと。。。グググリリリススス、、、塗塗塗装装装、、、ススス
テテテッッッカカカーーーなななどどどががが剥剥剥がががれれれ落落落ちちちたたたりりり、、、機機機材材材ががが損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能
性性性がががあああるるる。。。

1. オプション機器は必ず本体から取り外して別に
洗う。

2. ハンドヘルドリモートを取り外す。

3. 機体を温水と弱性洗剤で洗う。

4. 洗剤が乾いてしまわないうちにきれいな水で完全
に洗い流す。

5. 後アクセスカバーを閉じる 後部アクセスドアの開
閉 (ページ 38)を参照。

6. プロパスの後部からベルトスクレーパアセンブリを
取り外す図 61。

g013355

図図図 61

1. ベルトスクレーパアセンブリ

7. 機体の前部を、必要なだけ上昇させる。

8. トラック搭載タイプのマシンでは、トラックの油圧
昇降シリンダを使用するトラックのオペレーターズ
マニュアルを参照のこと。

9. 牽引用シャーシまたはトラックスター直結シャー
シに搭載している場合にはシャーシのジャッキ
を使用する。

10. 後部のテールゲートを一番広く開けて、ホッパーア
センブリの中にあるものを全部洗い出す。内面の
シールの状態を点検し、必要に応じて交換する。

11. 機体の前部に清掃ステッカー図 62が貼付されて
いる ステッカーに描かれているように、水道ホー
スを使って前ガードのメッシュから水を掛け、腹板
に残っている資材を完全に流し出す図 63。

注注注 グリスアップのためにカバーを外したら、つい
でに、水で洗浄を行ってください。

g013714

図図図 62

1. 清掃ステッカー
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g237531

図図図 63

1. 機体前部の掃き出し口

12. ホッパー、ボトムガード、コンベアベルト、ベッ
ド、ローラを点検し、砂が完全に落ちたのを確
かめる。

13. 油圧昇降シリンダやジャッキを元に戻して機体
を通常の状態にする。

14. ベルトスクレーパアセンブリを元通りに取り付け
る。スクレーパ取り付けバーをベルトに押し付け
る。スクレーパがベルトに対して出来るだけ垂直に
なるよう、またベルトに接触するように調整する。

15. 後部アクセスドアを閉じてラッチで固定する 後部
アクセスドアの開閉 (ページ 38)を参照。

保保保管管管
シーズンが終わってプロパスを格納する場合には以
下の作業を行ってください

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に
停止したのを確認する。

2. 機体全体をていねいに洗浄する。必要に応じて
部品を取り外して洗浄する。

3. ハンドヘルドリモートを取り外す。

4. 緊急停止ボタンが押されていることを確認する。

5. ボルトナット類のゆるみを点検、必要に応じて
締め付ける。

6. グリスニップルとピボット部のグリスアップを行う。
余分なグリスはふき取る。

7. 傷、錆の発生部に軽くサンド掛けを行いタッチ
アップする。

8. 可能であればを屋内に格納する。
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故故故障障障探探探究究究
故故故障障障コココーーードドドののの確確確認認認
モモモデデデルルル 44751
故障診断 LED が故障ありの表示をしている場合には、故障コードで故障内容を確認してください 故障診断
LED の機能 (ページ 17)を参照。

不不不具具具合合合コココーーードドド一一一覧覧覧表表表

コココーーードドド LEDののの点点点滅滅滅パパパタタターーーンンン 内内内容容容 詳詳詳細細細

マシンの動作不良

コネクタがきちんとはまっていないゆ
るんでいるハーネスコネクタを探し出
して修正する。

ワイヤハーネスの不具合代理店に連
絡する。

11 点灯・休止・点灯・長い休止、の繰り
返し

ベースとの通信遮断

ベースが不良代理店に連絡する。

12 点灯・休止・2回点灯・長い休止、の
繰り返し

ベースとハンドヘルドとのバージョン
不一致

ソフトウェアが不適切Toro Diagから
正しいソフトウェアをインストールする
必要がある正規代理店に連絡する。

13 点灯・休止・3回点灯・長い休止、の
繰り返し

ハンドヘルドの不良RevAで対処不能 ハンドヘルドリモートの連携先が別の
機器になっているたとえば、MH-400
のハンドヘルドでプロパスを操作しよ
うとしている。

故故故障障障診診診断断断モモモーーードドドでででコココーーードドドををを見見見るるるにににははは
1. Eストップボタンを押して電源を切る。
2. 故障診断コネクタ2個についているひも付きキャップを外す図 64A。
3. 故障診断コネクタ同士を接続する (図 64のB)。

g238424

図図図 64

4. Eストップボタンを引き上げて電源を入れる。
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5. 点滅回数を数えて不具合番号を確定し、不具合一覧表で原因を調べる。

注注注 2つ以上の故障がある場合には、2つのコードが点滅で表示された後、長い休止があり、その後
に再び表示が繰り返される。

故故故障障障コココーーードドドのののリリリセセセッッットトト
問題が解消したら、診断コネクタを外してからもう一度接続すると故障コードがリセットされます。そして故障診断
ランプは1 Hz (1秒間に1回) の点滅を開始します。

故故故障障障診診診断断断モモモーーードドドををを終終終了了了すすするるるにににははは
1. Eストップボタンを押して電源を切る; Eストップボタン (ページ 16)を参照。
2. 故障診断コネクタ同士の接続を外す図 64のB。
3. 故障診断コネクタ2つにキャップを元通りに取り付ける図 64のA。
4. Eストップボタンを引き上げて電源を入れる。

ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドのののメメメッッッセセセーーージジジ
モモモデデデルルル 44751
メメメッッッセセセーーージジジ一一一覧覧覧表表表

表表表示示示 名名名称称称

ASSOC PENDING 連携がまだ確立できていません。

ASSOC ACTIVE 連携試行中です。

POWER UP BASE ベースユニットをONにしてください。

ASSOC PASS 連携作業成功。

ASSOC EXIT 連携モードを終了中。

ASSOC FAIL 連携に失敗しました。

PRESS STORE 保存ボタンを押してください。

ALL STORE 現在の設定値全部を「現在の作業メモリ」に保存しました。

OPTION STORE 現在の設定値を「現在の作業メモリ」に保存しました。

BELT STORE 現在のフロアの設定値を「現在の作業メモリ」に保存しました。

PRESET 1 STORE 現在のプリセット 1の設定値を「現在の作業メモリ」に取り込みました。

PRESET 2 STORE 現在のプリセット 2の設定値を「現在の作業メモリ」に取り込みました。

PRESET 3 STORE 現在のプリセット 3の設定値を「現在の作業メモリ」に取り込みました。

WAITING FOR BASE ベースユニットからの応答を待っています。

HOPPER UP ハンドヘルドリモートからホッパー上昇コマンドを送信中。

HOPPER DOWN ハンドヘルドリモートからホッパー下降コマンドを送信中。

PROPASS REV XX システムの制御対象となっている製品

MH400 REV XX システムの制御対象となっている製品

BAT XX%
バッテリー残量XX

電池の残り寿命
電池の残り寿命V

CHANNEL X システムが現在使用しているチャネル

HH ID XXXXXX ハンドヘルドリモートの ID

BASE ID XXXXXX ベースユニットの ID
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メメメッッッセセセーーージジジ一一一覧覧覧表表表 (cont'd.)

表表表示示示 名名名称称称

FLR XX%
OPT XX%

現在のフロア速度
現在のオプション機器の速度

FLRS XX%
OPTS XX%

保存されているフロアとオプション機器の速度0% ベースに送信していないオペレータが
現在の設定を変更できる

FLR OFF
OPT OFF

フロアとオプションが OFF の時にこのように表示される

SERVICE ACTIVE サービスツールがアクティブです

SERVICE NO APP 実行できるサービスアプリがありません
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが貼られた製品を見かけることがあるでしょう

警警警告告告ガンおよび先天性障害の恐れ—www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへhttps://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all

Prop 65の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか
Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toroがこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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Toro 製製製品品品保保保証証証
2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro社は、Toro社の製品以下「製品」と呼びますの材質上または製造上
の欠陥に対して、2年間または 1,500運転時間のうちいずれか早く到達した
時点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生し
た故障や不具合。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホ
イール、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、
液剤散布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、フローメータ、チェッ
クバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。通常の使用に伴う
「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー類、窓
などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーバッテリーの保証内容をご確認ください。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

Toro社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。当当当社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。

374-0253 Rev I

 



 




